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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第11期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第10期

会計期間
自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日

自　平成20年３月１日
至　平成21年２月28日

売上高 (千円) 168,230 914,246

経常損失(△) (千円) △41,598 △212,984

四半期純利益又は当期
純損失(△)

(千円) 142,131 △236,479

純資産額 (千円) 2,227,872 1,569,385

総資産額 (千円) 4,365,010 2,082,053

１株当たり純資産額 (円) 59,217.61 55,000.54

１株当たり四半期純利
益又は当期純損失(△)

(円) 4,982.70 △8,278.07

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─

自己資本比率 (％) 38.6 75.4

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △14,834 127,259

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 703,878 △300,803

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △1,974 98,118

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 994,989 305,664

従業員数 (名) 49 23

(注)　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、第10期は１株当たり当期純損失を計上している

ため、第11期第１四半期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業

の内容に重要な変更はありません。

なお、データセンター事業を営む連結子会社のDR Fortress,LLCについては、平成21年５月11日付で当社

が保有する全ユニットをセブンシーズホールディングス株式会社に譲渡しており、当第１四半期連結会計

期間末をもって連結の範囲から除外しております。また、同日付でセブンシーズホールディングス株式会社

から広告代理店事業を営む株式会社ピーアール・ライフの株式を取得したことにより、当第１四半期連結

会計期間末より連結の範囲に含めております。

また、同社の連結子会社化により、メディアソリューション事業を新設しております。同事業によって当

社グループは広告代理店業の他、メディア連動型のサイト開発やIT広告などシステムソリューション事業

と協同し、新たな収益の柱として展開してまいります。

　

※　上記事業系統図については、平成21年５月31日現在を記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

(1) 除外

データセンター事業を行なっておりましたDR Fortress,LLC（連結子会社）は、平成21年５月11日付で

保有する全ユニットをセブンシーズホールディングス株式会社に譲渡したため同社は関係会社ではなく

なりました。
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(2) 新規

広告代理店業を行っております下記の会社の株式を平成21年５月11日にセブンシーズホールディング

ス株式会社より取得し、当社の関係会社（連結子会社）といたしました。

（名称） 株式会社ピーアール・ライフ

（住所） 東京都台東区

（資本金） 10百万円

（主要な事業の内容） メディアソリューション事業

（議決権の所有割合） 51.0％

（関係内容） 役員の兼任１名

なお、株式会社ピーアール・ライフは特定子会社に該当しております。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

　 平成21年５月31日現在

従業員数(名) 49

(注)１. 従業員数は、就業人員数であります。

２．従業員数が当第１四半期連結会計期間において26名増加しておりますが、主として株式会社ピーアール・ライ

フが連結子会社となったことに伴うメディアソリューション事業における従業員の増加によるものでありま

す。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年５月31日現在

従業員数(名) 16

(注) 従業員数は、就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当社グループの事業内容は、システムソリューション事業、データセンター事業であるため、生産に該

当する事項はありません。
　
(2) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 受注高(千円) 受注残高(千円)

システムソリューション事業 105,612 118,749

合計 105,612 118,749

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．データセンター事業は、受注生産を行なっておりませんので、受注実績に関する記載はしておりませ

ん。

　

(3) 販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

システムソリューション事業 60,387

データセンター事業 107,843

合計 168,230

(注) １．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第１四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。

　

相手先

当第１四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％)

ソフトバンクモバイル株式会社 55,953 33.3

SYSTEMMETRTCS CORPORATION45,673 27.1

　　　(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間における、経営上の重要な契約等は次のとおりであります。

相手方の名称 契約内容 契約日 摘要

セブンシーズホールディング
ス
株式会社

DR Fortress,LLCのユニット譲渡契
約

平成21年４月27日 (注)１

株式会社ピーアール・ライフの株式
譲受契約 

平成21年４月27日 (注)２

(注) １．当社は、平成21年４月27日開催の取締役会において、よりシナジー効果が期待できるものに積極的に投資を行

うことを目的として、当社の親会社セブンシーズホールディングス株式会社との間で当社が保有するDR
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Fortress,LLCの全ユニットの譲渡契約を締結することを決議し、平成21年５月11日に実行しております。

(1)譲渡する企業の内容、規模

　① 名　称　DR Fortress,LLC

　② 住　所　3375 Koapaka Street, Suite D-198, Honolulu, Hawaii

　③ 代表者　President Alfred Rodi

　④ 資本金　2,142,860USドル

　⑤ 事業内容　インターネットデータセンター事業

(2)譲渡するユニット数

　① 異動前　10,020千ユニット

　② 異動後　      －ユニット

　

２．当社は、平成21年４月27日開催の取締役会において、新規ビジネスを展開する上で、強力な営業体制の補完し、

IT広告等新たな収益構造の確立を目的として、当社の親会社セブンシーズホールディングス株式会社の連結

子会社である株式会社ピーアール・ライフの株式を取得し、子会社化することを決議し、平成21年５月11日に

実行しております。

(1)譲り受ける相手会社の名称

　セブンシーズホールディングス株式会社

(2)譲り受ける企業の内容、規模

　① 名　称　株式会社ピーアール・ライフ

　② 住　所　東京都台東区台東一丁目3番5号

　③ 代表者　代表取締役　長谷川　清英

　④ 資本金　10,000千円

　⑤ 事業内容　広告代理店業

(3)譲り受ける株式数

　① 異動前　   －株

　② 異動後　1,530株　(議決権比率　51.0％)

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨年来の世界的な金融危機により、景況感の悪化が

続いており、企業業績の鈍化、個人消費の減少と厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境のもと、システムソリューション事業につきましては、携帯キャリア向けのITコンサル

ティング、文書管理システムや業務支援システムなどを提供し堅調に推移しております。

　データセンター事業につきましては、米国ハワイ州においてDRFortress,LLCが安定したインターネット

接続環境を提供してまいりましたが、同社のユニットを平成21年5月11日付でセブンシーズホールディン

グス株式会社へ譲渡したことにより、当第１四半期連結会計期間末をもって連結の範囲から除外してお

ります。

　また、同日付で株式会社ピーアール・ライフの株式をセブンシーズホールディングス株式会社から取得

し、子会社化しており、当第１四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表に含めております。

この結果、当第１四半期連結会計期間につきましては、売上高168百万円、営業損失18百万円となりまし

た。経常損益につきましては、急激な円高により為替差損が12百万円発生したため、経常損失41百万円と

なりました。四半期純損益につきましては、関係会社株式売却益を183百万円計上したことなどにより四

半期純利益は142百万円となりました。
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事業区分別の売上高は、以下のとおりであります。

（システムソリューション事業）

　当事業におきましては、当社の特徴であります効率かつ高品質なサービス提供とダイナミックなリソー

スマネジメント、問題解決のためのノウハウ展開を実践しシステムの機能向上、顧客企業の新規ビジネス

のコンサルティング、実験システムの構築・評価など、継続的に実施しており、売上が堅調に推移した結

果、売上高は60百万円、売上構成比は35.9％となりました。

（データセンター事業）

　当事業におきましては、電気料の高騰により利益圧迫要因はあるものの売上は堅調に推移し、売上高は

107百万円、売上構成比は64.1％となりました。

　

(2) 資産・負債及び純資産の状況

平成21年５月11日付で株式会社ピーアール・ライフの株式をセブンシーズホールディングス株式会社

から取得し、子会社化しており、当第１四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表に含めております

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて2,587百万円増加し、3,303百万円となりました。これは、現金

及び預金が1,635百万円、受取手形及び売掛金が549百万円増加したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ304百万円減少し、1,062百万円となりました。これは、長期貸付

金が370百万円増加したものの有形固定資産が678百万円、のれんが221百万円減少したことなどにより

ます。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2,282百万円増加し、4,365百万円となりました。

　

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて1,557百万円増加し、1,837百万円となりました。これは、買掛

金が555百万円、短期借入金が880百万円増加したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ67百万円増加し、299百万円となりました。これは、役員退職慰

労引当金が289百万円増加したことなどによります。

　

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて658百万円増加し、2,227百万円となりました。これは、少数

株主持分が541百万円、利益剰余金が142百万円増加したことなどによります。

　

(3) キャッシュフローの状況

当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間の営業活動の結果、減少した資金は14百万円となりました。これは主に利

息の支払額によるものです。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間の投資活動の結果、増加した資金は703百万円となりました。これは主に

債権譲渡による収入によるものです。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第１四半期連結会計期間の財務活動の結果、減少した資金は1百万円となりました。これは主に自

己株式の取得によるものです。

　
　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はござい

ません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

① 国内子会社

当第１四半期連結会計期間において、株式会社ピーアール・ライフの株式を取得したことに伴い同社

を連結子会社化したため、同社が保有する設備は当社グループの主要な設備となりました。当該設備の状

況は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成21年３月31日現在)

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物及び

構築物
車両運搬具

工具器具
及び備品

合計

㈱ピーアール・
ライフ

本社
(東京都台東区)

メディアソ
リューション事

業
34,480 2,172 6 36,658 33

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

② 在外子会社

当第１四半期連結会計期間において、DR Fortress,LLCは、当社が保有する同社の全ユニットを譲渡し

たことに伴い連結の範囲から除外されたため、同社の設備は当社グループの主要な設備ではなくなりま

した。当該設備の状況は以下のとおりであります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(平成21年３月31日現在)

会社名
事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内容

帳簿価額(千円)
従業員数
(名)建物及び

構築物
工具器具
及び備品

合計

DR Fortress,
LLC

本社
(米国ハワイ州)

データセン
ター事業

データセン
ター

683,69574,514758,209７

(注) 上記金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等に

ついて重要な変更はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありま

せん。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 115,000

計 115,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年７月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 28,825 28,825
東京証券取引所
（マザーズ）

当社は単元株制度を採用して
おりません。

計 28,825 28,825 ― ―
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(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとおりで

あります。

株主総会の特別決議日(平成14年５月31日)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年５月31日)

新株予約権の数(個) 　７(注) 2．

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) ７

新株予約権の行使時の払込金額(円) 220,000(注)1.2．

新株予約権の行使期間
平成16年７月１日～
平成24年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  220,000
資本組入額　110,000

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社の取締役または従業員

であることを要する。ただし、任期満了による退任、

定年退職等その他正当な理由がある場合は、その地

位を喪失した日から起算して６ヶ月以内に限り未

行使の新株予約権を行使することができるものと

する。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注) 1．権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調

整による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。

　
2．平成14年６月18日開催の当社取締役会の決議に基づき、平成14年８月１日付をもって普通株式１株を５株に

分割したことにより発行価格は220,000円に調整されています。
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株主総会の特別決議日(平成15年５月28日)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年５月31日)

新株予約権の数(個) ５

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) ５

新株予約権の行使時の払込金額(円) 112,069(注)

新株予約権の行使期間
平成17年７月１日～
平成25年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  112,069
資本組入額　 56,035

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社の取締役または従業員

であることを要する。ただし、任期満了による退任、

定年退職等その他正当な理由がある場合は、その地

位を喪失した日から起算して６ヶ月以内に限り未

行使の新株予約権を行使することができるものと

する。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注)　権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。
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株主総会の特別決議日(平成17年５月27日)

　
第１四半期会計期間末現在
(平成21年５月31日)

新株予約権の数(個) 32

新株予約権のうち自己新株予約権の数(個) ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 32

新株予約権の行使時の払込金額(円) 175,000(注)

新株予約権の行使期間
平成19年６月１日～
平成27年５月20日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　  175,000
資本組入額　 87,500

新株予約権の行使の条件

権利行使時においても当社及び当社子会社の取締

役、監査役または従業員であることを要する。ただ

し、任期満了による退任、定年退職等その他正当な

理由がある場合は、その地位を喪失した日から起算

して６ヶ月以内に限り未行使の新株予約権を行使

することができるものとする。

その他の条件については、本総会及び新株予約権発

行の取締役会決議に基づき、当社と新株予約権の割

り当てを受けたものとの間で締結する「新株予約

権申込証兼新株予約権割当契約」で定めるところ

による。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡する時は、当社取締役会の決議に

よる承認を要するものとする。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

―

(注)　権利付与日以降、行使価格を下回る払込金額で新株を発行するときは、次の算式により発行価額を調整し、調整

による１円未満の端数は切り上げる。

　
　

既発行株式数＋
新規発行株式数×１株当たり払込金額 

調整後行使価額＝調整前行使価額×
分割・新規発行前の株価

既発行株式数＋分割・新規発行による増加株式数

　
また、株式の分割または併合が行われる場合、発行価格は分割または併合の比率に応じ比例的に調整させるも

のとし、調整による１円未満の端数は切り上げる。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年３月１日～
平成21年５月31日

─ 28,825 ─ 983,800 ─ 245,950

(注) 平成21年５月27日開催の定時株主総会に基づき、平成21年６月29日（効力発生日）に資本準備金からその他資本

剰余金への振替を実施し、資本準備金が245,950千円減少しております。

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。

　

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため

記載することができないことから、直前の基準日(平成21年２月28日)に基づく株主名簿によりますが、当

第１四半期会計期間末日までの自己株式の取得状況を加味して記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　347

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　28,478 28,478 ―

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 28,825 ― ―

総株主の議決権 ― 28,487 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
セブンシーズ・テック
ワークス株式会社

東京都新宿区神楽坂6-77 347 ─ 347 1.20

計 ― 347 ─ 347 1.20
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成21年３月 ４月 ５月

最高(円) 40,750 42,200 40,100

最低(円) 10,000 17,800 32,200

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所（マザーズ）における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、当第１四半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）については、「財務

諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日 内閣

府令第50号）附則第７条第１項第５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適

用しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成21年３月　

１日から平成21年５月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、才和監査法人により四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※3
 1,924,600 288,612

受取手形及び売掛金 615,620 65,750

有価証券 － 17,051

たな卸資産 ※1
 58,761 55,484

関係会社短期貸付金 ※5
 540,000 200,000

その他 169,134 89,006

貸倒引当金 △5,115 －

流動資産合計 3,303,002 715,905

固定資産

有形固定資産 ※2, ※3
 40,539

※2
 719,530

無形固定資産

のれん 417,155 638,463

その他 51,492 1,749

無形固定資産合計 468,648 640,213

投資その他の資産

長期貸付金 370,305 －

その他 217,467 6,403

貸倒引当金 △34,953 －

投資その他の資産合計 552,820 6,403

固定資産合計 1,062,008 1,366,147

資産合計 4,365,010 2,082,053

負債の部

流動負債

買掛金 ※3
 577,061 21,596

短期借入金 ※3, ※6
 1,080,000

※6
 200,000

未払法人税等 1,314 －

賞与引当金 13,792 －

その他 165,721 58,910

流動負債合計 1,837,889 280,506

固定負債

退職給付引当金 4,806 4,586

役員退職慰労引当金 289,001 －

その他 5,440 227,574

固定負債合計 299,248 232,161

負債合計 2,137,138 512,667

EDINET提出書類

セブンシーズ・テックワークス株式会社(E05315)

四半期報告書

17/30



(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年２月28日)

純資産の部

株主資本

資本金 983,800 983,800

資本剰余金 774,915 774,915

利益剰余金 △14,560 △156,691

自己株式 △57,756 △55,781

株主資本合計 1,686,399 1,546,242

評価・換算差額等

為替換算調整勘定 － 23,143

評価・換算差額等合計 － 23,143

少数株主持分 541,473 －

純資産合計 2,227,872 1,569,385

負債純資産合計 4,365,010 2,082,053
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(2)【四半期連結損益計算書】
　【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
 至 平成21年５月31日)

売上高 168,230

売上原価 101,847

売上総利益 66,383

販売費及び一般管理費 ※１
 85,121

営業損失（△） △18,737

営業外収益

受取利息 1,477

その他 47

営業外収益合計 1,524

営業外費用

支払利息 12,133

為替差損 12,229

その他 22

営業外費用合計 24,384

経常損失（△） △41,598

特別利益

関係会社株式売却益 183,946

特別利益合計 183,946

税金等調整前四半期純利益 142,348

法人税、住民税及び事業税 217

四半期純利益 142,131
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成21年３月１日
 至 平成21年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 142,348

減価償却費 14,029

のれん償却額 20,511

為替差損益（△は益） 12,391

退職給付引当金の増減額（△は減少） 220

受取利息及び受取配当金 △1,477

支払利息 12,133

関係会社株式売却損益（△は益） △183,946

売上債権の増減額（△は増加） 9,910

たな卸資産の増減額（△は増加） △3,277

仕入債務の増減額（△は減少） △3,408

その他 △22,681

小計 △3,245

利息及び配当金の受取額 1,477

利息の支払額 △12,133

法人税等の支払額 △932

営業活動によるキャッシュ・フロー △14,834

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,016

関係会社株式の取得による支出 △195,819

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却によ
る収入

101,412

債権譲渡による収入 841,301

短期貸付金の増減額（△は増加） △40,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 703,878

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △1,974

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,974

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,256

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 689,325

現金及び現金同等物の期首残高 305,664

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 994,989
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

１　連結の範囲に関する事項の変更 株式会社ピーアール・ライフは、平成21年５月11日付の

株式取得により子会社となり、当第１四半期連結会計期間

末より連結の範囲に含めております。

DR Fortress,LLCは、平成21年５月11日付の同社ユニッ

トの譲渡により子会社ではなくなったため、当第１四半期

連結会計期間末より連結の範囲から除外しております。

なお、変更後の連結子会社の数は１社であります。

(追加情報)

上記の新たな事実発生に伴い、以下の新たな会計処理を

採用しております。

(イ)重要な引当金の計上基準

(１)賞与引当金

従業員賞与の支払に備えるため、支給見込額基

準に基づき計上しております。

(２)役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に

基づく当四半期連結会計期間末要支給額を計上

しております。

(ロ)のれんの償却に関する事項

のれんの償却は、その効果が実現すると見積もら

れる期間(５年～10年)で均等償却しております。

 

２　連結子会社の四半期連結決算日に関する事項

の変更

当第１四半期連結会計期間末より新たに連結子会社と

なった株式会社ピーアール・ライフの決算日は３月31日

であり、四半期連結財務諸表の作成にあたっては、当該決

算日現在の貸借対照表を使用しております。

３　会計処理基準に関する事項の変更

 

「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委

員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当第１四

半期連結会計期間から適用し、評価基準については原価法

から原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)に変

更しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

　
当第１四半期連結会計期間

(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に

係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

２　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負

債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会

計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度に

おいて使用した将来の業績予測やタックス・プランニン

グを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

該当事項はありません。
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【追加情報】

[四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更]に記載しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

※１　たな卸資産

たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

商品 34,510千円

仕掛品 24,251千円

合計 58,761千円

 

──────
──────

 

※２　有形固定資産の減価償却累計額 29,496千円

　

※２　有形固定資産の減価償却累計額 95,438千円

　

※３　担保に供している資産

現金及び預金 431,732千円

建物及び構築物 34,480千円

 

担保資産の対象となる債務

買掛金 369,275千円

短期借入金 630,000千円

 

──────

 

 

 

 

 

 

　４　保証債務

下記関係会社以外の金融機関からの借入金に対し

て次の通り保証を行なっております。

㈱スターブレーン 50,000千円

㈱エクシード 45,000千円

 

──────

 

※５　当座貸越契約

当座貸越契約に係る貸出未実行残高は次のとおり

であります。

当座貸越極度額 600,000千円

貸出実行残高 540,000千円

差引額 60,000千円

なお、上記当座貸越契約においては、信用状態等に

関する審査を貸出実行の条件としているものが含

まれているため、必ずしも全額が実行されるもので

はありません。

 

──────

 

※６　当座借越契約

当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座借越極度額 600,000千円

借入実行残高 500,000千円

差引額 100,000千円

※６　当座借越契約

当座借越契約に係る借入未実行残高は次のとおり

であります。

当座借越極度額 200,000千円

借入実行残高 200,000千円

差引額 ─千円
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(四半期連結損益計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日
至　平成21年５月31日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

は次のとおりであります。

給与手当 18,293千円

のれん償却額 20,511千円

退職給付費用 157千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連　　　

　　　　　　　　　結貸借対照表に記載されている科目の金

額との関係

現金及び預金 1,924,600千円

預入期間が３ヶ月超の定期預金 △929,610千円

現金及び現金同等物 994,989千円
 

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年５月31日)及び当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　

至　平成21年５月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 28,825

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 347

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(リース取引関係)

前連結会計年度末に比べてリース取引残高に著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年５月31日)

その他有価証券で時価のあるものが、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会

計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

（1）その他有価証券で時価のあるもの

区分 取得原価（千円）
四半期連結貸借対照表

計上額（千円）
差額（千円）

株式 82,377 68,337 △14,040

合計 82,377 68,337 △14,040

　

（2）時価評価されていない主な有価証券

区分 四半期連結貸借対照表計上額（千円）

その他有価証券

投資事業有限責任組合及びそれに類する組合への出資等
6,832

合計 6,832

　

(デリバティブ取引関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年５月31日)

当社グループはデリバリティブ取引を行なっていないため、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　

　

システムソ
リューション
事業
(千円)

データセン
ター事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

60,387107,843168,230 ― 168,230

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 60,387107,843168,230 ― 168,230

営業利益(又は営業損失△) 3,501 14,777 18,278(37,016)△18,737

（注）1．事業区分の方法

事業は、事業の種類の類似性を考慮して区分しております。

2．各事業区分の主要な役務提供内容

事業区分 主要サービス

システムソリューション事業
コンサルティング、システムインテグレーション
ソフトウェア開発、ソフトウェアプロダクト販売

データセンター事業 データセンター運営

3．セグメント別資産の著しい金額の変動

当第１四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であったDR Fortress,LLCのユニットを譲渡したこと

により同社が行なっていたデータセンター事業の資産が、前連結会計年度末比1,421,388千円減少しておりま

す。また株式会社ピーアール・ライフの株式を取得し、新たにメディアソリューション事業を新設したことによ

り、同事業の資産が前連結会計年度末比3,116,294千円増加しております。

（追加情報）

当第１四半期連結会計期間末に、メディアソリューション事業を行っている株式会社ピーアール・ライフを

連結の範囲に含めたため、当該事業を新たな事業の種類別セグメントとしております。
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【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　

　
日本
(千円)

米国　
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する売上高

60,387107,843168,230 ― 168,230

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 60,387107,843168,230 ― 168,230

営業利益(又は営業損失) 3,501 14,777 18,278(37,016)△18,737

（注）国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年３月１日　至　平成21年５月31日)

　 米国

（千円）

計

（千円）

Ⅰ　海外売上高 107,843 107,843

Ⅱ　連結売上高 ─ 168,230

Ⅲ　連結売上高に占める

　海外売上高の割合（％）
64.1 64.1

（注）1．国又は地域は、地理的近接度によって区分しております。

2. 海外売上高は、連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日)

前連結会計年度末
(平成21年２月28日)

１株当たり純資産額 59,217円61銭
　

１株当たり純資産額 55,000円54銭
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年５月31日現在)

前連結会計年度
(平成21年２月28日現在)

純資産の部の合計額（千円） 2,227,872 1,569,385

純資産の部の合計額から控除する金額（千円） 541,473 ─

(うち少数株主持分) (541,473) (─)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 1,686,399 1,569,385

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株
式の数（株）

28,478 28,534

　　　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

１株当たり四半期純利益 4,982円70銭
　

(注)1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記載

しておりません。

2. １株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月１日 
 至　平成21年５月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 142,131

普通株式に係る四半期純利益(千円) 142,131

普通株主に帰属しない金額(千円) ─

普通株式の期中平均株式数(株) 28,525

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益の算定に含まれなかった潜在株式につい
て前連結会計年度末から重要な変動がある場合の概要

─

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年７月14日

セブンシーズ・テックワークス株式会社

取締役会　御中

　

才 和 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　原　　　　　健　　人　　印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　野　　村　　光　　裕　　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているセブ

ンシーズ・テックワークス株式会社の平成21年３月１日から平成22年２月28日までの連結会計年度の第１四

半期連結累計期間（平成21年３月１日から平成21年５月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四

半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、セブンシーズ・テックワークス株式会社及び

連結子会社の平成21年５月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営

成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において

認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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